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フ
ラ
ン
ス

新
大
統
領
に
サ
ル
コ
ジ
氏

　

フ
ラ
ン
ス
で
五
年
ぶ
り
と
な
る
大

統
領
選
の
決
戦
投
票
が
五
月
六
日
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
与
党
・

国
民
運
動
連
合
（
Ｕ
Ｍ
Ｐ
）
の
ニ
コ

ラ
・
サ
ル
コ
ジ
党
首
が
、
社
会
党
候

補
セ
ゴ
レ
ー
ヌ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
を

破
り
当
選
し
た
。
仏
大
統
領
の
交
代

は
一
九
九
五
年
の
現
職
シ
ラ
ク
大
統

領
以
来
一
二
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

サ
ル
コ
ジ
氏
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
の
選
挙
戦
で
は
一
貫
し
て
他
候
補

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
四
月
二
二
日

の
第
一
次
選
挙
で
は
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏

他
候
補
を
上
回
る
得
票
率
三
一
％
で

首
位
に
立
ち
そ
の
ま
ま
独
走
。
選
挙

戦
終
盤
で
の
逆
転
を
狙
っ
た
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
候
補
の
追
い
上
げ
を
振
り
切
っ

た
格
好
だ
。

　

雇
用
が
主
な
争
点
の
一
つ
と
な
っ

た
今
回
の
選
挙
の
関
心
は
高
く
、
仏

内
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
全
体
の

投
票
率
は
八
三
・
九
七
％
で
、
サ
ル

コ
ジ
氏
は
五
三
・
〇
六
％
、
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
氏
は
四
六
・
九
四
％
と
い
う
得

票
率
（
仏
内
務
省
、
暫
定
値
）
だ
っ

た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
特
に
若
年
層
の
失
業

率
が
高
く
、
社
会
不
安
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
に

は
パ
リ
近
郊
で
ア
フ
リ
カ
系
少
年
が

変
電
所
に
逃
げ
込
み
感
電
死
し
た
事

件
を
き
っ
か
け
に
、
移
民
系
の
若
者

に
よ
る
暴
動
が
全
国
に
広
が
っ
た
。

現
在
も
低
所
得
層
を
中
心
に
政
府
へ

の
不
満
は
強
く
、
最
近
も
パ
リ
北
駅

で
若
者
と
警
官
隊
が
衝
突
す
る
騒
ぎ

が
起
き
た
。

　

サ
ル
コ
ジ
氏
は
内
相
と
し
て
、
こ

う
し
た
暴
動
に
厳
し
い
対
応
を
取
る

こ
と
で
支
持
を
集
め
て
き
た
。
移
民

問
題
で
は
、
学
歴
や
職
業
能
力
な
ど

で
流
入
移
民
の
選
別
化
を
促
進
す
る

政
策
へ
の
転
換
を
図
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
選
挙
戦
で
は
「
よ
り
働
き
、
よ

り
稼
ぐ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

週
三
五
時
間
労
働
制
な
ど
雇
用
規
制

の
緩
和
や
、
企
業
の
社
会
保
障
負
担

の
軽
減
な
ど
を
主
張
。
競
争
促
進
を

基
調
に
経
済
成
長
を
促
す
考
え
だ
。

　

対
す
る
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
陣
営
は
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
社
会
保
障
の

充
実
を
訴
え
た
が
、
競
争
重
視
政
策

を
掲
げ
雇
用
不
安
、
犯
罪
増
に
よ
る

社
会
不
安
を
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
右

派
与
党
陣
営
の
戦
略
の
前
に
、
あ
と

一
歩
届
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
競
争

重
視
政
策
に
一
定
の
支
持
を
与
え
た

と
も
言
え
る
フ
ラ
ン
ス
の
選
択
。
雇

用
政
策
の
改
革
な
ど
今
後
の
行
方
が

注
目
さ
れ
る
。

【
出
所
】
仏
内
務
省
、
主
要
各
紙
、

Ｎ
Ｎ
Ａ

（
国
際
研
究
部
）

ア
メ
リ
カ

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
と
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ

が
国
民
皆
健
康
保
険
制
度
導

入
へ
合
意

　

ア
メ
リ
カ
最
大
の
雇
用
主
で
あ
る

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
と
、
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

を
最
大
の
敵
対
相
手
と
す
る
労
働
組

合
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
が
二
月
七
日
、
国
民
皆

健
康
保
険
制
度
の
導
入
に
む
け
て
協

力
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
絶
え
ず

敵
対
関
係
に
あ
る
両
者
が
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
合
意
に

こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
は
非
常
に
画
期
的

で
あ
る
と
専
門
家
は
み
て
い
る
。

　

従
業
員
へ
の
医
療
保
険
制
度
の
適

用
は
、
使
用
者
側
お
よ
び
組
合
側
に

お
い
て
も
重
要
な
問
題
。
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ

は
こ
れ
ま
で
、
組
合
労
働
者
の
た
め

の
医
療
保
険
制
度
を
使
用
者
側
に
負

担
さ
せ
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
。

　

一
方
の
使
用
者
側
も
、
増
大
す
る

従
業
員
へ
の
医
療
保
険
費
に
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
っ
た
。
今
回
の
合
意
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｕ
が
「
使
用
者
、
従
業
員
、
お
よ
び

国
の
三
者
が
負
担
す
る
国
民
皆
健
康

保
険
制
度
を
二
〇
一
二
年
に
導
入
し

よ
う
」
と
す
る
提
案
を
行
い
、
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト
が
そ
の
動
き
に
賛
同
す
る

形
と
な
っ
た
も
の
。
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト

以
外
に
も
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
、
イ
ン
テ
ル

な
ど
の
大
企
業
お
よ
び
複
数
の
非
営

利
組
織
が
こ
の
案
に
賛
同
し
て
い
る

模
様
だ
。

【
参
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イ
ギ
リ
ス

労
働
党
の
支
持
率
急
落

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
選
（
ロ
ン
ド

ン
な
ど
一
部
除
く
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
選
を
間
近

に
控
え
、
与
党
労
働
党
の
支
持
率
が

急
落
し
て
い
る
。
調
査
会
社
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
リ
サ
ー
チ
が
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
の
委
託
で
実
施
し
た
最
新

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
二
七
％
と

先
月
か
ら
四
ポ
イ
ン
ト
後
退
し
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
一
九
八
三

年
以
降
で
最
低
の
水
準
と
な
る
。
調

査
が
行
わ
れ
た
の
は
四
月
中
旬
で
あ

り
、
同
党
が
上
院
議
員
と
し
て
推
薦

す
る
見
返
り
に
多
額
の
融
資
を
不
正

に
受
け
取
っ
て
い
た
疑
惑
で
、
週
末

に
ブ
レ
ア
首
相
の
側
近
が
起
訴
相
当

と
判
断
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
た
の
が

響
い
た
と
の
見
方
も
あ
る
よ
う
だ
。

一
方
、
最
大
野
党
の
保
守
党
は
支
持

率
を
一
ポ
イ
ン
ト
上
げ
、
三
六
％
と

し
た
。
自
由
民
主
党
も
二
〇
％
か
ら

二
二
％
に
伸
ば
し
て
い
る
。

　

就
任
一
〇
周
年
を
迎
え
た
ブ
レ
ア

首
相
は
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
退
陣

表
明
す
る
考
え
を
ほ
の
め
か
す
な
ど
、

い
よ
い
よ
首
相
交
代
の
雰
囲
気
が
強

ま
っ
て
い
る
。
首
相
は
二
〇
〇
五
年

に
労
働
党
政
権
と
し
て
初
の
三
期
続

投
を
決
め
た
も
の
の
、
イ
ラ
ク
戦
争

へ
の
対
応
な
ど
を
め
ぐ
り
人
気
が
急

落
し
た
。
党
内
か
ら
も
退
任
の
時
期

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る
声
が

強
ま
り
、
昨
年
九
月
に
向
こ
う
一
年

以
内
に
政
権
の
座
を
降
り
る
意
向
を

示
し
た
が
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
言
及
を
避
け
て
い
た
。

後
任
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
財
務
相
が
有
力

視
さ
れ
て
い
る
。（

提
供
：
Ｎ
Ｎ
Ａ
）
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